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第１章 人口ビジョンの概要

1.1 策定の背景と趣旨

平成 20（2008）年に始まった日本の人口減少は，今後若年人口の減少と老年人口の

増加を伴いながら加速度的に進行し，2040 年代には毎年 100万人程度の減少スピード

になると推計されています。特に，生産年齢人口の減少による経済規模の縮小，高齢者

の増加による社会保障費の増加など，人口減少は経済社会にも大きな影響を及ぼすこと

なり，すでに危機的状況にあります。

この現状を打破すべく，政府は平成 26（2014）年 12月に，国と地方が総力を挙げて

地方創生・人口減少に取り組む上での指針となる「まち・ひと・しごと創生長期ビジョ

ン」および，地方創生のための施策の基本的方向や具体的な施策をまとめた「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」を閣議決定しました。その後も決して危機的な状況が変わっ

たわけではないとし，令和元年 12月に長期ビジョンが改訂されました。

本町においても，平成 27(2015)年度に人口減少克服を視点として，これまでの取組

等を振り返りつつ，今後，より効果的な相乗効果を得るため，人口の現状を分析すると

ともに，今後の目指すべき方向を示す「中種子町人口ビジョン」を策定したところです。

その後の本町を取り巻く環境の変化を踏まえ，当該人口ビジョンを検証し，「中種子町

人口ビジョン 令和２（2020）年改訂版」として改訂しました。

1.2 中種子町人口ビジョンの位置づけ

「中種子町人口ビジョン 令和２（2020）年改訂版」は，「まち・ひと・しごと創生

法」に基づく「第２期中種子町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定するにあたり，

まち・ひと・しごと創生の実現に向けて効果的な施策を企画・立案する上で重要な基礎

と位置づけられるものです。

本ビジョンは，本町人口の現状分析を実施した上で，人口に関する町民との共通認識

を図り，今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示しています。

1.3 中種子町人口ビジョンの対象期間

国の長期ビジョンにおいて，令和 42（2060）年を対象期間として，１億人程度の人

口を維持することを目指していることから，「中種子町人口ビジョン」においても令和

42（2060）年を対象期間とします。

また，「第６次中種子町長期振興計画」との整合性を図るとともに，国立社会保障・人

口問題研究所の人口推計を基礎数値として用いています。
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1.4 国の長期ビジョン

（１）人口問題に対する現状認識

①人口減少と少子高齢化の進行

・我が国の人口は，2008 年をピークに減少局面に入っており，2018 年 10 月１日現

在の人口推計によると，我が国の総人口は１億 2,644 万３千人で，前年に比べ 26

万３千人の減少と，８年連続の減少となっている。

・65歳以上の高齢者人口は 3,557 万８千人，総人口に占める割合（高齢化率）は 28.1％

と最高を記録し，我が国の高齢化は，世界的に見ても空前の速度と規模で進行して

いる。

・合計特殊出生率は 2005 年に最低の 1.26 を記録した後上昇傾向となり，2014 年に

は 1.42，2015 年には 1.45 まで上昇したものの，2018 年には 1.42 となっている。

・年間出生数は 100万４千人（2014 年）から 91万８千人（2018 年）となっており，

全国的な出生数の減少が続いている。

・生産年齢人口は，2014 年から 2018 年までの４年間で，全国では 7,785 万人（2014

年 10 月１日時点）から 7,545 万人（2018 年 10 月１日時点）へと 240 万人減少

しているところ，東京圏（東京都，埼玉県，千葉県及び神奈川県）を除く地方にお

ける生産年齢人口の減少が著しい。

・就業者数はむしろ増加しており（6,371 万人（2014 年）から 6,664 万人（2018

年）へと 293 万人の増加），全体的な人口減少を女性や高齢者の社会進出が補って

いる状態である。

②東京圏への一極集中の継続

・依然として一極集中の傾向が続いており，2018 年には日本人移動者で見て 13万６

千人の転入超過（23年連続）を記録した（転出者数 35万５千人に対し転入者数 49

万１千人）。このような中で，2018 年の東京圏の人口は 3,658 万３千人となり，全

人口の約３割が集中している。このように，東京一極集中に歯止めがかかるような

状況とはなっていない。

③地域経済の現状

・完全失業率は全ての都道府県で改善し，有効求人倍率は，史上初めて全ての都道府

県で１倍を超え，時間当たりの賃金もほぼ全ての都道府県で上昇するなど，雇用・

所得環境の改善が続いている。

・消費や生産といった経済活動の動向は地域間でばらつきがあり，東京圏とその他の

地域との間には一人当たり県民所得等に差が生じている。

・中小企業は，大企業と比べて人手不足感が高まっている。
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・アジアを中心とする中間層の拡大等を背景として，インバウンド需要が拡大してい

る。訪日外国人旅行者数は，2018 年に 3,119 万人となり，６年連続で過去最高を

更新しているほか，2018 年の訪日外国人旅行消費額は４兆５千億円を超えた。

・農林水産物・食品の輸出額は６年連続で過去最高を更新し，2018 年には 9,000 億

円を超えた。

（２）目指すべき将来の方向性

今後目指すべき将来の方向は，将来にわたって「活力ある日本社会」を維持すること

であり，「2060 年に約１億人の人口を確保」とされています。
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第２章 人口動態分析

2.1 総人口の推移と将来推計

平成2（1990）年以降の本町の人口は，一貫して人口減少が続いており，平成27（2015）

年の国勢調査では，8,135 人に減少しています。

国立社会保障・人口問題研究所（以下，社人研という）の将来推計人口によると，今

後も減少傾向が続き，令和 42（2060）年には，現在の約４割の 3,206 人まで減少する

と予想されています。

※時点検証：現時点の最新データによる推計と第１期策定時（H27.12）との比較

出典：国勢調査（平成 2年～平成 27 年），国立社会保障・人口問題研究所（令和 2年以降）
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●「社人研推計（H30.3公表）」は、2015年までは実績値、以降は推計値

●「中種子町独自推計（「中種子町人口ビジョン」H27.12策定時）」は、2010年は実績値、以降は推計値

時点

検証
令和 42（2060）年時点で，マイナス 1,771 人
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2.2 年齢３区分別人口推移と将来推計

年少人口（15歳未満人口）は，総人口と同様に推移しており，昭和 60（1985）年以

降減少傾向が続き，今後も減少傾向が続くと予想されます。

生産年齢人口（15～65歳未満人口）は，昭和 60（1985）年以降は減少傾向が続いて

おり，令和 12（2030）年には，老年人口を下回ると予想されます。

老年人口（65 歳以上人口）は，年々増加しており，平成 7（1995）年には年少人口

を上回っています。しかし，令和 7（2025）年以降は，総人口の減少に合わせ，減少に

転じると予測されています。

そのため，将来の年齢構成は，年少人口，生産年齢人口の割合が減少し，老年人口割

合が増加すると予想されます。

※時点検証：現時点の最新データによる推計と第１期策定時（H27.12）との比較

■社人研推計（H30.3 公表）

■社人研推計（「中種子町人口ビジョン」H27.12 定時）

出典：国勢調査（平成 2年～平成 27 年），国立社会保障・人口問題研究所（令和 2年以降）
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時点

検証

令和 22（2040）年時点で，

年少人口 269人減少，生産年齢人口 722人減少，老年人口 19人増加
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年少人口の割合は，縮小傾向が続いており，今後は 12～13％前後で安定すると予測さ

れています。

生産年齢人口の割合は，一貫して縮小傾向にあり，令和 22（2040）年には 40.7％ま

で縮小すると予測されています。

老年人口の割合は，年々拡大してきており，今後も拡大傾向が続き，令和 22（2040）

年には約 48％程度に達すると予測されています。

※時点検証：現時点の最新データによる推計と第１期策定時（H27.12）との比較

■社人研推計（H30.3 公表）

■社人研推計（「中種子町人口ビジョン」H27.12 策定時）

出典：国立社会保障・人口問題研究所 将来人口推計
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令和 22（2040）年時点で，

（H27.12 推計値）→（H30.3 推計値）

◆年少人口 ： 14.1％ → 11.5％ （2.6％減）

◆生産年齢人口 ： 46.0％ → 40.7％ （5.3％減）

◆老年人口 ： 39.9％ → 47.8％ （7.9％増）
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2.3 年齢階層別人口の推移

平成 27（2015）年国勢調査における本町の人口構造をみると，60～69 歳の人口が最

も多く，20～40歳の若年層及び 15歳未満の層が少なくなっています。男女による差は

見受けられません。

社人研による令和 17（2035）年の推計をみると，65歳以上の膨らみも少なくなり，

20～30 代の割合がさらに少なくなっています。

※時点検証：現時点の最新データによる推計と第１期策定時（H27.12）との比較検証

時点

検証
男女ともに 0～14歳の減少と 20～24歳の減少がさらに進む

H27.12 策定時 H30.3 公表
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出典：国立社会保障・人口問題研究所 将来人口推計
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2.5 自然動態（出生・死亡数）の推移

死亡数は平成 14（2002）年までは 100人前後で推移していましたが，平成 15（2003）

年以降は増減があるものの 120～140 人で推移し，平成 30（2018）年では 137人とな

っています。

出生数は総人口の減少にあわせて減少傾向が続いており，平成 30（2018）年では 52

人となっています。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.12）との比較

出典：総務省 住民基本台帳人口移動報告
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検証

出生数 ： 平成 26年 61 人 → 平成 30年 52人

死亡数 ： 平成 26年 128 人 → 平成 30年 137 人

自然増減 ： 平成 26年 ▲67 人 → 平成 30年 ▲85人
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2.6 合計特殊出生率の推移

合計特殊出生率は，全国，鹿児島県よりも高い水準で推移しており，平成 30（2018）

年では 2.29 となっています。

出典：鹿児島県平均，全国平均は，厚生労働省 人口動態統計。中種子町は母の年齢別出生数（厚生労働省 人口動態統計），
女性人口（鹿児島県人口移動調査 各年 10月 1日時点）を用いて独自に算出したもの。
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2.7 男女別未婚率の推移

平成 12（2000）年から平成 27（2015）年の男女別の未婚率をみると，おおむね上

昇傾向で推移しています。

特に，男女ともに 25～29歳の未婚率が高くなってきています。また，20～34歳の男

性において，同年齢層の女性との未婚率の差が大きくなっています。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.12）との比較

出典：国勢調査

84.0% 83.3%
87.5% 86.6%

53.8% 58.9%
64.4% 65.9%

39.2%
34.9%

37.8%
37.4%

20.1% 29.3% 27.6% 28.1%

71.6%
66.4%

81.8% 83.8%

30.8%

41.6%

34.8%

44.9%

20.3%
18.0% 22.9%

19.0%

10.9%
17.0%

10.7%
17.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

年齢階級別未婚率の推移

20～24歳男性

25～29歳男性

30～34歳男性

35～39歳男性

20～24歳女性

25～29歳女性

30～34歳女性

35～39歳女性

時点

検証

平成 22（2010）年と平成 27（2015）年を比較すると，

男性 25～29 歳 64.4％ → 65.9％（1.5 ポイント増）

女性 25～29 歳 34.8％ → 44.9％（10.1 ポイント増）
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2.8 社会動態（転入・転出数）の推移

平成 27（2015）年以降転入数は，年により増減がみられ 270～350 人程度で推移し，

一方の転出数は，総人口の減少に伴い減少してきており近年は 320～380 人前後となっ

ています。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.10）との比較

出典：総務省 住民基本台帳人口移動報告
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平成 27（2015）年以降の人口移動の差は縮小傾向
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2.9 総人口に与えてきた自然増減と社会増減の影響

自然減，社会減の両面で人口減少が進んでいます。近年は，自然減の影響が特に大き

くなり，人口減少が加速しています。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.12）との比較

出典：総務省 住民基本台帳人口移動報告
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検証
平成 26（2014）年以降も，自然減・社会減が継続
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2.10 年齢階級別人口移動の推移

平成 22（2010）年から平成 27（2015）の年齢階級別の人口移動状況をみると，10-14

歳→15-19 歳及び 15-19 歳→20-24 歳の移動は，毎年，転出超過の状態となっていま

す。これは，特に若い世代が，希望の就業先を町内で見つけることが難しい状況がある

のではないかと推測されます。

50代以降では，緩やかな転入超過となっており，定年や早期退職を機に本町にＵター

ンしているケースもあると考えられます。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.12）との比較

時点

検証

平成 26（2014）年以降も，10-14 歳→15-19 歳及び 15-19 歳→20-24 歳の

転出超過が大きい
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2.11 市町村別人口移動状況

平成 30（2018）年の県内の人口移動状況をみると，転入，転出ともに鹿児島市，西

之表市，南種子町との間の移動が多くなっています。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.12）との比較

出典：総務省 住民基本台帳人口移動報告
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検証

・平成 26（2014）年と平成 30（2018）年を比較すると，ほぼ同じ動き

・鹿児島市への転出が減少，南種子町からの転入が減少
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また，平成 30（2018）年の本町から県外への人口移動状況をみると，転入，転出と

もに福岡県が多くなっています。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.12）との比較

出典：総務省 住民基本台帳人口移動報告
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検証

・平成 26（2014）年と平成 30（2018）年を比較すると，広い地域（その他）

からの転入が減少

・東京都、大阪府からの転入が減少し、福岡県からの転入が増加
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2.12 産業別就業人口

（１）産業別就業人口の推移

産業別就業人口をみると，サービス業，農業，卸小売業の割合が高くなっています。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.12）との比較

出典：国勢調査

2,260 
1,983 1,837 1,632 1,492 

97

80
81

80
46

683

610
509

341
317

240 

187 
195 

174 
180 

134

165

115

120
97

659 

685 

580 

543 
479 

51

66

54

56
44

1,124 

1,220 

1,428 

1,389 
1,553 

213 
203 

197 

210 
197 

5,510
5,247

5,018

4,613
4,466

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

産業別就業人口（１５歳以上）

分類不能の産業

公務（他に分類されないもの）

サービス業

不動産業

金融・保険業

卸売・小売業

運輸・通信業

電気・ガス・熱供給・水道業

製造業

建設業

鉱業

漁業

林業

農業

時点

検証

・農業の就業人口の減少が大きく，平成 22（2010）年より 140人の減少

・サービス業の就業者が増加
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（２）年齢階級別産業別就業人口割合

平成 27年の年齢階級別の産業別就業者割合をみると，50代が 23.5％と最も多く，次

に 60代が 20.6％と多くなっています。平成 22年と比較すると全体では，50代が 1.4

ポイント下がり，60代が 4.2 ポイント上がっていることから就業者の高齢化がすすんで

いることがうかがえます。特に，農業では 60 歳以上の割合（71.0％）が非常に高くな

っています。

※時点検証：現時点の最新データと第１期策定時（H27.12）との比較

出典：国勢調査
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高齢化（60代以上）が進む

農業 ：平成 22（2010）年 65.7％ → 平成 27（2015）年 71.0％
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出典：国勢調査
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第３章 将来人口の推計と分析

3.1 人口ビジョンにおける将来展望の検証

◆人口ビジョン（H27.10）の内容

【現状】 2060 年（令和 42年）に 4,002 人まで減少

【目指すべき将来】➡ 2060年（令和 42年）に 4,977 人を維持

＜人口の将来展望を達成するための目標＞

※時点検証：現時点の最新データによる推計と第１期策定時（H27.12）との比較
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証

Ｈ30.3 公表データによる推計値と比較すると，かい離がみられた。

・2020 年時点：マイナス２７9人

目標人口 7,774 人 推計人口（H30.3 社人研）7,495 人

・2060 年時点：マイナス 1,771 人

目標人口 4,977 人 推計人口（H30.3 社人研）3,206 人

（参考）推計人口（社人研）H27.12：4,002 人 H30.3：3,206 人 マイナス 796人

目標

975 人増

推計値

796 人減
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第４章 将来展望

【現状】 2060 年（令和 42年）に 3,206 人まで減少

【目指すべき将来】➡ 2060年（令和 42年）に約 5,000 人を維持

＜人口の将来展望を達成するための目標＞
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42年
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年少人口

(0～14歳)

生産年齢人口

(15～64歳)

老年人口

(65歳以上)

総人口 老年人口割合

（人）

指標 仮定値

合計特殊

出生率

○2020 年以降，現状の 2.00 から 2.20 まで上昇。

○その後も 2.20 を維持。

【現状－目標】

1,771 人

の増加

人口移動

○2040 年までに移動数が均衡となるように，段階的に社

会減が抑制すると仮定。

・2025 年～2040年の 15～20歳の転出抑制

・2025 年～2040年の 24～34歳のＵターン増加

○2040 年以降は，純移動数がゼロを維持。

施策反映

○数値目標 移住者数 25人（５年間）

2025年～2040年まで各期間において目標を達成し，

その後も定住。

・夫婦２人（25～29歳），子２人（10歳未満）×5組

・65～69歳 ５人

・地域おこし協力隊 各期間 2人
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